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１．はじめに
周知のように，中国の農業生産は１９７８年代末に開始された改革開放政策
のもとで大きく発展した。とくに，本稿で問題にしている果樹生産・林産物
の分野は，他の食糧作物生産などとの比較で，もっとも大きく生産が発展し
た農業の一分野といえる。この生産拡大の結果，現在では中国国内の卸売市
場・小売店・デパート・スーパーマーケットなどでは，リンゴ・ナシ・モ
モ・ブドウ・ミカン・カキ・キウイフルーツなどの各種の温帯果樹，さらに
バナナ・ライチ・マンゴー・パパイヤ等の亜熱帯・熱帯果樹，各種キノコ
類，栗・クルミ・アーモンド等のナッツ類，乾燥ナツメ・乾燥リュウガン等
の「干果」（中国では生鮮果実である「水果」にたいして，乾燥果実等を
「干果」とよぶ）類などの，多種多様な農作物が大量に販売され，中国国民
は比較的安価な価格でこれらを購入することができる状況が出現した。
果樹，林産物の中でもとくに生産規模が著しいのが，果樹ではリンゴ，柑
橘，ナシ，バナナ等であり，林産物では，販売単価が比較的高い乾燥ナツ
メ，栗，キノコ類である。とくに果樹は２０００年以降も順調な生産拡大が続
き，生産総量は１９８０年代前半の２５倍の規模にまで拡大している（後掲第１
表参照）。
この一方，中国のWTO加盟（２００１年），中国とASEANとの貿易自由化の
進展等によって，果実，林産物の輸出入も急増している。
このように，中国の果樹生産，林産物生産は一見順調に発展しているとみ
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ることができるが，現実には，これらの作物の生産・流通は，以下のような
大きな二つの問題に直面している。
①急速な生産拡大の結果，一部の作物（リンゴ等）においては生産過剰問
題が顕在化し，価格低迷が常態化している点。
②後述するように，中国では協同組合等の公共性を有する農産物流通シス
テムの未発展により，産地商人などが大きく発展し，往々にして農家の利益
が守られない状況が出現している点。
これまで，中国農業の生産・流通分野の先行研究では，中国の食糧生産
（穀物生産）を中心とした研究が主流であった１）。そこで本稿では，これまで
あまり注目されてこなかった中国の果樹生産，林産物生産の現状と課題を報
告する。
２．中国の果樹生産の現状
１）果樹生産の拡大
まず，果樹生産について注目してみよう。
前述したように，中国の果樹生産は，改革開放政策実施以降，この４０年
弱の間に全体として大きな拡大をとげた。第１表は果樹生産総量の推移を示
したものである。この表によれば，中国の果樹生産総量は市場経済化が開始
されたばかりの１９８５年には１，１６４万トンにすぎなかったが，２０年後の２００５
年には１６，１２０万トン，さらに２０１３年には２億５，０９３万トンにも達し，急速
な拡大を遂げたことがわかる。
また果樹園面積も１９８４年の２２１．９万haから，１９９４年７２６．４万ha，２００４
年９７６．８万ha，さらに２０１３年の１２３７．１万haへと大きく拡大している。
品種別にみると，もっとも生産規模の大きいリンゴは，１９８５年の３６１万
トンから，２００５年２，４０１万トン，２０１３年３，９６８万トンへと急速に増大した。
さらに，柑橘は１９８５年の１８１万トンから２００５年１，５９１万トン，２０１３年
１）中国食糧の生産流通システムを包括的に扱った研究として，池上彰英（２０１２）が
あげられる。
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果樹総生産量
リンゴ 柑橘 ナシ バナナ ブドウ
１９８５年 １，１６４ ３６１ １８１ １４７ ６３ ３６
１９９０年 １，８７４ ４３２ ４８６ ２３５ １４６ ８６
１９９５年 ４，２１５ １，４０１ ８２３ ４９４ ３１３ １７４
２０００年 ６，２２５ ２，０４３ ８７８ ８４１ ４９４ ３２８
２００５年 １６，１２０ ２，４０１ １，５９１ １，１３２ ６５１ ５７９
２０１０年 ２１，４０１ ３，３２６ ２，６４５ １，５０５ ９５６ ８５４
２０１１年 ２２，７６８ ３，５９８ ２，９４４ １，５７９ １，０４０ ９０６
２０１２年 ２４，０５６ ３，８４９ ３，１６７ １，７０７ １，１５５ １，０５４
２０１３年 ２５，０９３ ３，９６８ ３，３２０ １，７３０ １，２０７ １，１５５
第１表 中国の果樹生産量の推移 （万トン）
資料：中華人民共和国国家統計局編（２０１４）から作成。
年次 桃 ナツメ 柿 ライチ キウイフルーツ
リュウ
ガン
パイナッ
プル
２００５ ７６２．４ ２４８．８ ２１８．５ １４４．０ ４５．６ １０９．１ ８４．８
２０１０ １０４５．６ ４４６．８ １７７．３ １０６．９ １３１．２ １０７．６
２０１１ １０９８．３ ５４２．６ ３１８．７ １８９．７ １２５．５ １４４．３ １１９．１
２０１２ １１４３．０ ５８８．７ ３４１．７ １９０．６ １４５．２ １５２．６ １２８．７
２０１３ １１９２．４ ６３３．９ ３５３．８ ２０２．２ １７６．５ １５５．５ １３８．６
第２表 その他の果樹の生産量の推移 （万トン）
資料：中華人民共和国農業部編（２０１４）から作成。
注：「柿」の２０１０年の値は欠損値である。
３，３２０万トンへ，ナシは１９８５年の１４７万トンから，２００５年１，１３２万トン，
２０１３年１，７３０万トンへ，バナナに至っては１９８５年の６３万トンから２００５年
６５１万トン，２０１３年１，２０７万トンへ，ブドウは１９８５年の３６万トンから，
２００５年５７９万トン，２０１３年１，１５５万トンへと，各作物とも生産量は約３０年
間で１０倍～２０倍程度に拡大したことがよみとれよう。
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さらに，第２表にはその他の果樹の生産量の推移を示した。この表からは
桃，ナツメ，柿，キウイフルーツ等の生産の伸びも著しいことがわかる。
２）生産拡大の背景
このように，中国の果樹生産は大きな発展を遂げてきたが，その主要な要
因としては以下の点があげられよう。
①中国の食糧生産（穀物生産）は，１９９０年代の後半において生産量５億
トン前後の高い水準を達成し，大豊作がもたらされた。しかしその後，この
豊作は生産過剰に直結し，穀物の他作物への転作政策が実施されている。そ
の有力な転作作物の一つとして，各個別農家，地方行政組織が果樹生産に注
目し，作付面積（果樹園面積）が拡大しているためである。また，１９９０年
代初頭までは食糧作物（穀物）の優先作付け政策がとられていたが，これが
生産過剰問題の発生によって，事実上撤廃されたことも果樹の作付けを増加
させる要因となっている。
②果樹生産はWTO加盟後の中国農業において，高い国際競争力を持つ作
物として有力視され，中央政府の生産振興の対象となっているため。
③中国内陸地域には広大な貧困農村が存在しているが，その貧困農村の経
済振興対策として果樹が注目されているため。よく知られているように，現
在の中国では「三農問題」（三農問題は農業・農村・農民問題をさし，具体
的には農村・農家の経済停滞問題をさす）が大きな社会問題となっている２）
が，この対策としてリンゴ等の収益性の高い果樹生産が注目されているので
ある。
３）生産の拡大と産地移動
このような中国の農業政策・農村政策・貧困対策等の展開に伴って，中国
２）農村の経済的停滞により，農村住民一人あたり所得を１としたときの，都市住民
の一人あたり所得は１９８５年に１．８６であったが，その後徐々に拡大し，１９９０年
２．２０，２０００年２．７９，２００４年３．２１と，ほぼ一貫して拡大傾向にある
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年次
全国
生産量
（万トン）
第１位省と
シェア（％）
第２位省と
シェア（％）
第３位省と
シェア（％）
第４位省と
シェア（％）
第５位省と
シェア（％）
１９８０ ２３６ 山東省 ３８．９ 遼寧省 ２５．８ 河北省 ７．５ 河南省 ６．５ 陝西省 ３．８
１９８５ ３６１ 山東省 ４０．２ 遼寧省 １５．２ 河北省 １２．９ 河南省 ７．７ 陝西省 ３．９
１９９０ ４３２ 山東省 ３３．１ 遼寧省 １７．６ 河北省 １０．８ 河南省 ８．３ 陝西省 ８．１
１９９５ １，４０１ 山東省 ３５．９ 陝西省 １６．７ 河南省 １１．１ 遼寧省 ９．１ 河北省 ９．０
２０００ ２，０４３ 山東省 ３０．９ 陝西省 １９．２ 河南省 １１．７ 河北省 ９．０ 山西省 ７．１
２００５ ２，４０１ 山東省 ２７．９ 陝西省 ２３．３ 河南省 １２．５ 河北省 ９．２ 山西省 ６．９
２０１０ ３，３２６ 陝西省 ２５．７ 山東省 ２５．７ 河南省 １２．３ 河北省 ８．２ 山西省 ７．７
２０１１ ３，５９８ 陝西省 ２５．１ 山東省 ２３．３ 河南省 １１．７ 山西省 ９．３ 河北省 ８．１
２０１２ ３，８４９ 陝西省 ２４．８ 山東省 ２２．６ 河南省 １１．３ 山西省 ９．７ 河北省 ８．１
２０１３ ３，９６８ 陝西省 ２３．７ 山東省 ２３．４ 河南省 １１．２ 山西省 １０．０ 河北省 ８．１
第３表 中国のりんご生産量と産地の推移
資料：中華人民共和国国家統計局編（各年版）から作成。
の果樹産地は近年大きく変化している。第３表は，その好例として，リンゴ
産地の移動を示したものである。これによれば，１９８０年代初めのリンゴ産
地は伝統的な産地である山東省・遼寧省等の沿海地域中心であったが，その
後前述のような貧困対策の要因によって，しだいに内陸地域のリンゴ生産が
拡大し，現在では陝西省・山西省のような新興産地における生産拡大が著し
いことがわかる。
こうした新興産地の発展の事例は他の果樹にもみられ，海南省（海南島）
および雲南省のバナナ生産，広東省・広西チワン族自治区におけるマンゴー
生産，福建省・広東省におけるライチ生産などの亜熱帯，熱帯果樹において
も同様の傾向がみられる。このように，果樹生産は，主に内陸地域に向かっ
て急速に中国全土に拡大している。
４）果樹生産の拡大と生産過剰の発生
このように拡大してきた中国の果樹生産であるが，その拡大のスピードが
あまりにも急速であったため，いくつかの品目においては，すでに生産過剰
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問題が発生している。この問題において，とくに深刻なのはリンゴである。
リンゴは前述した③の要因で急速に生産が拡大した典型的な果樹であり，中
国西北地域の陝西省・山西省等で農村の貧困対策として急速に生産が拡大し
た（前掲第３表参照）。しかし，１９９０年代後半から深刻な生産過剰（＝価格
低落）が発生している。このため，現在では生産調整が実施され，新規開園
は事実上抑制されているが，１９９０年代に植樹した幼木が成木に成長するに
したがって，現在でも生産量の増大が止まらず，価格低迷を助長している。
５）果樹流通システムと問題点
この急速な生産の拡大の一方で，中国の果樹流通３）は現在大きな問題に直
面している。それは，１９８０年代初めの人民公社制度の解体（＝個別農家経
営制の実施）によって，公的性格を有する組織的農産物販売・流通システム
が事実上解体し，農家が生産した農産物の販売を担当する公的な組織が農村
から撤退するという事態が発生したことによる。
この結果，個別農家が農産物販売にほとんど留意する必要のなかった，
１９８０年代初頭までの状況が一変し，現在の農民が直面する主要な困難のな
かに，自らが生産した農産物の販路開拓問題，市場へのアクセス問題が大き
な課題として登場したのである。
この公的な流通担当機関が流通過程から撤退した空間をめぐって，現在，
中国各地にはさまざまな形態の農産物流通に携わる個人，組織が萌芽的に誕
生しつつある。この個人，組織のシェアは地域，作物によって異なるが，以
下のように分類できる。
①個人経営の産地・消費地仲買商人や小規模な農産物流通企業。
②農業生産，流通，販売を共同して行う「農民専業合作社」等の農民の協
同組織。
③個別農家自身の販売への参入。
果樹の流通に関しては，筆者によるリンゴ産地の調査結果によれば，徐々
３）農産物流通一般においても状況は同様である。
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に①のルートが大きな力を持ちはじめ，いわゆる産地仲買商人層および消費
地仲買商人層とでもいうべき農産物流通業者の階層が形成されてきている。
筆者による調査事例である内陸地域の陝西省礼泉県の事例では，産地・消
費地仲買商人はリンゴの流通過程において，巧みな分業と協業によって確固
たる地位をかため，しだいにリンゴの収穫，調製過程への参入，包摂も視野
に入れるまでに成長してきているのである。
このリンゴ流通における，産地・消費地仲買商人は，現地ではそれぞれ
「果行」・「果商」と呼ばれる。しかし，「果行」（産地仲買商人）は中国農村
の現状に適応して，前述のように，リンゴの買い付けという流通業務だけで
なく，収穫・選果・調製・梱包業務などの生産・調製過程の一部にも業務範
囲を拡大している。この「果行」は，消費地の「果商」からの受注内容（価
格，消費地への入荷時期，数量，品質など）にもとづいて「果農」（リンゴ
農家）と交渉を開始し，条件にかなった（または「果商」の入荷指定期日に
品質条件にかなうと予想される）リンゴ園を経営する「果農」と契約を締結
する。「果行」の主な収入は手数料収入であり，これには県政府の規定があ
る。つまり，彼らは売買差益を求める商人ではなく，基本的に手数料商人で
取扱数量を増さないと利益があがらないシステムとなっている。
これにたいして「果商」（消費地仲買商人）は売買差益を求める商人であ
り，一般に「果行」より経営規模が大きい。北京市でのヒアリングによれ
ば，「果商」のなかには複数の消費地（沿海地域の大都市）を活動範囲にし，
市況によって供給先を選択して売買差益の最大化を求める規模の大きな農産
物流通企業も存在している。
このように，農産物流通において商人層の活躍が目立ってきているが，こ
の結果往々にして農家の利益は守られず，商人層と農家の間には利益を巡る
対立が先鋭化しつつある。日本の経験に照らしてみれば，こうした状況にた
いして農協等の農民組織の役割が重要となってくるわけであるが，中国農村
では農協の組織化（いわゆる「農民専業合作社」の組織化と発展）は２０００
年代中盤に開始されたにすぎず，いまだ緒に就いたばかりであり，この問題
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合計
乾燥
ナツメ 栗 クルミ 干し柿
アーモ
ンド
ギン
ナン アンズ
ヘーゼル
ナッツ
カシュー
ナッツ その他
２００３年 - - ７０．２ ３４．３ - - - - - - -
２００４年 - - ９２．３ ４３．７ - - - - - - -
２００７年 ４８０．１ １２２．１ １２６．７ ６３．０ １０１．７ ９．２ ５．１ ３．２ ２．７ ０．１ -
２０１０年 ６７３．１ ２３８．９ １６２．８ ９７．９ ９４．５ ９．８ ８．６ ６．７ ５．３ ０．１ ４８．６
第４表 林産物総生産量の推移 （万トン）
資料：中華人民共和国国家林業局編（２０１１）
への速やかな対応が求められている。
３．中国の林産物生産の拡大
─栗を中心に─
１）栗生産の現状
果樹に続いて，林産物についてみてみよう。
林産物生産量の推移については第４表に示した。この表によれば，中国の
林産物生産量においては，乾燥ナツメ，栗，クルミなどの生産量が多いこと
がわかる（中国の林産物にかんする統計には統計数値の欠損，統計基準の変
更等，不明点が多いため，第４表は一部数値が欠損している）。ここでは資
料の限定から，比較的統計数値が入手しやすい栗生産について注目する。
第５表は，栗生産量の推移について示したものである。この表よれば，中
国の栗生産量は，改革開放政策実施前の１９７５年にはわずか４．４万トンにす
ぎなかったが，２００８年に１４５．０万トン，２０１０年には１６２．８万トンへと急速
に増大しており，経済政策の転換が栗をはじめとする林産物の生産に大きな
発展をもたらしたことが理解できる。ここで経済政策の転換とは，以下の２
点の農業政策の転換が大きく関与している。
①前述したように，１９７８年の改革・開放政策の導入による個別農家経営
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の成立と農業・林業生産における経営請負制の実施により，作目の選択や栽
培過程などにおいて個別農家・林家の経営自主権が拡大し，生産意欲が大き
く高められたこと。
②前述したように，１９９０年代後半に発生した食糧（穀物生産）における
歴史的な大豊作が，その後まもなく生産過剰を発生させたことから，中国で
は２０００年以降，穀物（とくに早稲インディカ米や一部の小麦品種）から経
済作物への転作が推進されている。このなかで，前述した果樹と並んで，
栗・キノコ類をはじめとする経済性に優れたいくつかの林産物の生産拡大
に，個別農家や地方政府（県政府・鎮政府等）の関心が集まっていること。
こうした結果，現在では中国各地で栗の栽培が奨励されており，一方で栽
培技術の向上も進展したことから，生産量は拡大趨勢にある。とくに２０００
年以降の栗生産の発展は非常に急速である。つまり，前掲の第５表によれ
ば，栗の生産量は２０００年の５９．８万トンから２００８年の１４５．０万トン，さら
に２０１３年の１６５万トン（ほぼ世界の栗生産量の４分の３）へとほぼ３倍増
しているのである。この間栗の栽培面積は，不確実な統計ながら，ほぼ１２０
万平方km～１２５万平方km程度（世界の栗栽培面積の約４０％程度）で推移
していると推計されているので４），現在の中国の栗生産量の拡大は主に単位
面積当たり収量の増大よってもたらされているものと考えられる。
また，農家にとって，栗の経済収益が高いことが，栗生産への投入を促進
し，生産の拡大をもたらす直接的な要因となっていると考えられる。資料５）
によれば，２００９年の栗の１ムー（６．６７a）当たり粗生産額は３０００元に達す
るとされており，この水準は同時期の主要な穀物（晩稲１ムー当たり粗生産
額８３７元，同小麦６６３元）を遙かに上回り，比較的経済性がよいとされるリ
ンゴ（２００９年の１ムー当たり粗生産額は４２０３元）などに近い水準である６）。
４）蔡栄・虢佳花・祁春節（２００７）１ページ。
５）張毅主編（２００９）４ページから。
６）この米，小麦，リンゴの粗生産額は国家発展和改革委員会価格司編（２００９）によ
る。２００８の全国平均の数値である。
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年 生産量
１９７５ ４．４
１９８０ ６．７
１９８５ ８．３
１９９０ １１．５
１９９５ ２４．７
２０００ ５９．８
２００５ １０３．２
２００７ １２６．６
２００８ １４５．０
２０１０ １６２．７
２０１３ １６５．０
第５表 中国の栗生産量の推移
（万トン）
資料：中華人民共和国国家林業局編（２０１４）から作成。
２）栗産地の拡大
つぎに，中国の栗産地の分布についてみてみよう。第６表は中国各省・
市・自治区の栗生産量（上位１０省・自治区）を示したものである（資料の
限定により，得られた省・市・自治区別生産量は２００５年，２００７年，２００８年
のみであった）。この表によれば，中国の栗生産は，かつては伝統的な産地
である華北地域の各省（いわゆる「天津甘栗」の伝統的な産地であった河北
省をはじめとして，他に，現在の最大産地である山東省，同第２位の産地で
ある河南省等）に生産が集中していたが，近年の生産拡大により，依然とし
て華北の各省が生産の中心にあるものの，徐々に湖北省，安徽省，福建省，
浙江省，広西壮族自治区等の長江流域および華南地域に生産地域が拡大して
いることがわかる。
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２００８年 ２００７年 ２００５年
１ 山東省 ２４．１ ２２．１ ２１．８
２ 河南省 ２１．３ １８．８ １１．２
３ 湖北省 １６．８ １３．３ １２．８
４ 河北省 １６．６ １６．８ １０．７
５ 安徽省 １１．９ ８．６ ６．９
６ 福建省 ７．９ ６．５ ４．９
７ 遼寧省 ７．４ ４．７ ４．２
８ 浙江省 ６．７ ６．５ ６．０
９ 広西壮族自治区 ５．７ ６．１ ４．６
１０ 湖南省 ５．１ ５．７ ３．６
第６表 中国各省の栗生産の分布（万トン）
注：ここでは生産量上位１０位について示した。
資料：中華人民共和国国家統計局編（２００９）から作成。
また，ほとんどの省・自治区で２００５年から２００８年までに生産の拡大が認
められるなど，全国的に生産拡大が顕著である。この要因としては，すでに
述べた政策転換の要因の他に，比較的経済的に立ち後れた山間部の農山村地
域において栽培可能な新作物として栗が注目されている点があげられよう。
この点は，前述したリンゴ等と事情が類似している。中国農村の一般的な状
況として，生産された農産物の搬出が比較的困難であることがあげられる。
つまり，一般の農家はトラック等の輸送手段を有しておらず，販売協業組織
（いわゆる「農民専業合作社」等の農業協同組合）などの発達も遅滞してい
るため，早急な搬送が求められる野菜などの作目は交通条件に恵まれた地域
でないと販売に大きな問題が生じる可能性が高い。その点で栗は一定の保存
があるため山間部の農村でも生産・販売が可能となるのである。
こうした山間部の経済発展の遅れた農村の経済振興は，現在の中国政府に
課せられた大きな課題の一つであるだけに，栗による山間地域経済の振興
は，その重要な方途として多くの方面から注目されている。
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３）栗栽培における問題点
このように，拡大を続けている中国の栗生産であるが，栽培，加工過程に
おいて問題点もいくつか残されている７）。
栽培過程における問題としては，いまだ優良品種の普及が遅れており，一
部の山間地域では生産性の低い在来品種の栽培が継続され，また栽培品種の
統一も遅れている。こうした低生産性品種の更新が大きな課題である。
加工過程における問題としては，栗の皮を剥く工程の機械化が遅滞してお
り，大量の労働力の雇用経費が経営を圧迫したり，製品の品質の劣化をもた
らす原因の一つとなっている。また大部分の加工企業の工場の加工過程は一
次加工に留まっており，付加価値の高い加工段階の装備を有している企業は
ごくわずかである。この結果，多くの栗加工企業の利潤率は低く，経営は困
難な状況が常態化している。この改善も急務である。
４．まとめにかえて
ここまでみてきたように，中国の果樹生産と林産物生産は，改革開放政策
実施以降大きく発展してきた。これらの農産物の発展は，中国農村の経済発
展を促進し，とくに発展途上地域の山間部農村の経済振興に大きな役割を果
たしていると評価できる。こうしたことから，今後も好調な販売が継続すれ
ば，いっそうの生産拡大も不可能ではないだろう。
しかし，すでに述べたように，深刻な課題も発生しつつある。その一つ
は，生産過剰と価格の低迷である。また，農民の手取り所得があまり増加し
ない問題の背景には，前述した流通局面における商人層の存在があり，この
問題の解決も大きな課題である。
これらのいくつかの問題の推移に今後も注目する必要があるだろう。
７）栽培・加工における問題点については，蔡栄・虢佳花・祁春節（２００７）２ページ
をもとに再構成している。
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Development and Problems of the Fruit,
Forestry Products in China
OSHIMA Kazutsugu
Chinese agricultural production has been developed under the market-
opening reform policy started in late 1970’s. Comparing to the other crops,
the fruit and forestry production have made remarkable progress and lead
to great amount of domestic sales. People can buy these production with
considerably inexpensive prices in China. Apples, citrus fruits, pears and
bananas especially expanded the production, jujube trees, chestnuts and
mushrooms as well. Especially, fruits expanded the production as much as
25 times within about recent 20 years.
Now Chinese fruit and forestry have the following problems;
1) Rapid expansion of the production caused overproduction and stagnant
prices in several products such as apples.
2) Frequently, farmer’s profits are violated in China because of insufficient
public distribution sector such as cooperatives. Those situations will be
discussed in this paper.
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